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[実験 2] 自由行動下での MMRの誘発 














反射応答特性の比較：安静覚醒，NREM 睡眠，REM 睡眠について，誘発した MMR の①誘発率，②
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【結果】 
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【結論】 
  以上の結果から，REM 睡眠で強い抑制下にある咬筋運動ニューロンに興奮性入力を与えれば，
咀嚼筋は活動すること，安静覚醒や NREM 睡眠と同等の活動を誘発するためには，より強い興奮
性入力が必要であることが示された．従って，REM睡眠で発生するブラキシズムは，三叉神経運
動ニューロンの抑制を凌駕する強度の興奮性のシナプス入力が運動ニューロンを興奮させ，咀嚼
筋が収縮して起こる可能性が示唆された． 
 
